
職員室用　／　保護者対応の段階表

こうなったら、一人で抱えない。
保護者からのご意見は、まず伺います。下の段に進んだら、その回で必ず上の人を呼んでください。

1〜2回目 担任＋もう1人

必ず2人で。別室へ案内する。その場で結論を出さない

3回目 園長・主任が中心

園としての回答を1度出す。弁護士への相談を検討する

4回目以降 園長＋外部

弁護士・心理士の同席を検討する。対応の打ち切りも選択肢に

記録に書く6つ

・ 日時（いつから、いつまで）

・ 場所（玄関・保育室・電話・連絡帳など）

・ 対応した職員の氏名

・ 相手（続柄まで）

・ 言われたこと（できるだけそのままの言葉で）

・ そのあとの職員の様子

その日のうちに、聞いた職員が書く。第三者が読んで分かる形で。

これは、該当しません

障害のあるお子様・保護者の方からの、合理的配慮の求め。

困りごとの訴えと、許容される範囲を超えた言動は、別のものです。

園　名

相談窓口

連絡先

紺野事務所（行政書士・社会保険労務士／千葉県松戸市）が無料で配布しているものです。公的機関が定めた様式ではありません。
段階の回数と担当は、園の実情に合わせて書き替えてお使いください。　www.konnosystem.com


